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《表紙》
　市連合婦人会による「婦人
のつどい」が、文化会館で行
われました。アトラクション
では、8地区の婦人会が踊り
や合唱を発表。加斗婦人会は、
親子15人で出演して、「崖の
上のポニョ」など4曲をタッ
プダンスで披露しました。

（2月 9日・大手町）

【特集】コミュニティビジネスで、がっちり !!
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上／宮川の農家レストラン「あばん
亭」の皆さん　下／「あばん亭」外観

がっちり !!

　小浜で頑張っている人に学ぼう。農家レストランで奮闘するおばちゃん

たち。地域の伝統食発信へ！男たちの挑戦。直売所を拠点とした新しい特

産品作り。地域の未来を担う、あらゆる「がっちり」のヒミツに迫ります。

■問い合わせ　商工観光課☎ 64・6019

応援！小浜のまちづくり

コミュニティビジネスで、

　

現
在
、
全
国
各
地
で
、
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と

い
う
形
で
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
浜
は
、
古
来
か
ら
豊
か
な
海
産
物
に
恵

ま
れ
、「
御み

け
つ
く
に

食
国
」
と
し
て
歴
史
的
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
農
産
物
に

お
い
て
も
、
米
を
は
じ
め
、
白
ネ
ギ
、
イ
チ

ジ
ク
、
梅
、
ト
マ
ト
、
一
寸
ソ
ラ
マ
メ
な
ど
、

一
年
を
通
じ
て
、
多
彩
で
お
い
し
い
食
材
を

生
産
し
て
い
ま
す
。
四
季
を
通
じ
て
豊
か
な

自
然
に
育
ま
れ
た
風
土
と
多
様
な
食
文
化
。

長
い
歴
史
の
中
で
培
っ
て
き
た
貴
重
な
地
域

資
源
が
、
わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
、
ま
だ

ま
だ
多
く
眠
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
資
源
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、

新
た
な
産
業
を
生
み
出
し
、
地
域
活
性
化
を

目
指
す
取
り
組
み
を
「
６
次
産
業
」
と
言
い

ま
す
。
市
で
も
、
ブ
ラ
ン
ド
化
や
生
産
者
の

所
得
向
上
を
目
指
し
て
、
６
次
産
業
化
を
積

極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
、
各
地
域
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
今
後

の
さ
ら
な
る
盛
り
上
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

豊
か
な
海
山
の
恵
み
を
生
か
し
て

伝
統
保
存
食
の
継
承
へ

た
が
ら
す
我わ

が
そ
で袖
倶く

ら

ぶ
楽
部

　
　
　

烏
の
活
性
化
を
目
的
に
、
平
成
23

　
　
　

年
に
住
民
有
志
で
「
た
が
ら
す

我
袖
倶
楽
部
」
を
結
成
。
地
道
な
声
か

け
で
メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
、
現
在
は
40
代

か
ら
60
代
の
14
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
国
か
ら
の
助
成
金
を
受
け
て
、

旧
田
烏
小
学
校
に
食
品
加
工
設
備
な
ど
を

整
備
。
地
元
に
伝
わ
る
、
小
浜
を
代
表
す

る
伝
統
保
存
食
の
一
つ
『
サ
バ
の
な
れ
ず

し
』
の
生
産
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　
「
昔
は
、各
家
庭
で
作
っ
て

い
た
な
れ
ず
し
で
す
が
、
近

年
は
作
り
手
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
」
と
、
代
表
の
大
戸

さ
ん
は
、
取
り
組
み
の
き
っ

か
け
を
話
し
ま
す
。

　

１
月
、
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
地
元
の
民
宿
経
営
者
ら

で
作
る
『
田
烏
さ
ば
へ
し
こ

な
れ
ず
し
の
会
』
の
指
導
の

下
、
４
日
間
か
け
て
、
サ
バ

２
３
０
匹
分
の
な
れ
ず
し
を

作
り
ま
し
た
。

　
「
今
回
作
っ
た
も
の
は
、
企
業
と
の
商

談
時
の
試
食
用
と
し
て
使
い
ま
す
。
購

入
し
や
す
い
よ
う
に
一
本
ま
る
ご
と
の
も

の
と
、
切
り
身
の
も
の
を
作
っ
て
い
ま

す
」
と
、
戦
略
を
話
し
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
販
売
ル
ー
ト
の
確

保
と
安
定
生
産
。「
苦
労
を
す
る
の
は
こ

れ
か
ら 

（笑） 

」と
、強
い
意
欲
を
示
し
ま
す
。

　
「
田
烏
の
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
何
か
を

や
っ
て
み
た
か
っ
た
。
自
分
た
ち
個
人
の

利
益
で
は
な
く
、
地
域
全
体
の
活
力
に
な

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」。
そ
う
話
す
大
戸
さ

ん
の
顔
は
笑
顔
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　
☎
54・３
１
５
２（
大
戸
宅
）

田

代表 大
お お と

戸 利
と し お

男さん（60 歳・田烏）

◀コミュニ
　ティビジ
　ネスを展
　開するた
　がらす我
　袖倶楽部
　の皆さん

田烏は、
サバのなれずしで

がっちり !!

一口メモ
会の名前の
由来は、歌人
二

に

条
じょういん

院讃
さ ぬ き

岐
の和歌から

商工観光課  佐
さ と う

藤 主査、大
おおやま

山 主査

　佐藤さん、「コミ
　ュニティビジネス」
　って何ですか？

　今、話題の
　まちづくり
　の手法です。

小浜でも、各地域でコミュニ
ティビジネスの取り組みが始
まっています。

【コミュニティビジネスとは】
　地域住民が主体となって地
域の課題に対応するサービス
をビジネスとして提供するこ
とです。「地域の活性化」や「住
み良いまちづくり」のために、
住民が主体となってサービス
を提供する。さらに、ビジネ
ス手法により高品質で継続的
なサービスが期待できます。

昨年 4 月にオープンした加斗の直売所
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輝く ★ 地域のトップランナー

商工観光課 長
な が み

見 グループリーダー

市発行の▶
6 次産業
化ガイド
ブック

　

当
初
の
運
営
資
金
は
、
県
と
市
か
ら
補

助
金
を
得
ま
し
た
が
、
半
分
以
上
は
自
己

資
金
と
銀
行
か
ら
の
借
入
金
。
地
元
の
応

援
を
背
に
苦
労
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
お
客
さ
ん
の
要
望
に
で
き
る
限
り
応

え
て
き
た
こ
と
が
成
長
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
メ
デ
ィ
ア
や
口
コ
ミ
を
活
用
し
て
、

広
告
費
を
抑
え
て
き
た
の
も
秘
訣
で
す
」

と
、
語
る
小
谷
さ
ん
。
お
客
さ
ん
の
「
お

い
し
か
っ
た
」
が
、
元
気
の
源
で
す
。

　
「
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
の
強
化
と
野
菜
ス

イ
ー
ツ
の
開
発
」
を
、
今
後
の
柱
に
据
え

て
、一
歩
ず
つ
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

■
営
業
時
間　

12
時
〜
21
時
（
不
定
休
）

■
住
所　

本
保
23
ー
26

■
問
い
合
わ
せ　

☎
57
・
１
０
３
９

　
　
　

川
地
区
の
山
の
ふ
も
と
に
立
つ
築

　
　
　
１
０
０
年
の
古
民
家
。
地
域
の
農

家
女
性
で
運
営
す
る
「
あ
ば
ん
亭
」
で
す
。

　

平
成
20
年
に
開
業
し
て
、
地
産
地
消
の

食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
宅
配
弁
当
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
。23
年
に
は
、古
民
家
を
改
装
し
て
、

レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
（
予
約
制
）
を
追
加
し

ま
し
た
。「
地
域
で
作
っ
て
余
っ
た
野
菜
を

生
か
し
た
い
と
考
え
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
」
と
、
代
表
の
小
谷
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

宮

代表 小
お だ に

谷 清
き よ み

美 さん（62 歳・本保）

宮川は、
農家レストランで

がっちり !!

一口メモ
店名は、イ
タリア語で

「前進（avanti）」
を意味する

　
　
　

狭
西
街
道
沿
い
に
あ
る
「
若
狭
ふ

　
　
　

れ
あ
い
市
場
加
斗
」。
昨
年
４
月

に
Ｊ
Ａ
若
狭
が
オ
ー
プ
ン
し
た
広
々
と
し

た
駐
車
場
を
備
え
る
農
産
物
直
売
所
で
す
。

地
元
住
民
で
作
る
合
同
会
社
「
飯い

い
も
り盛

農の
う
さ
ん産

」

が
委
託
を
受
け
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
店
長
の
木
崎
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
店
内
に
は
、
加
斗
地
区
の
野
菜
を
始

め
、
飯
盛
農
産
で
開
発
し
た
地
元
産
の
ブ

レ
ン
ド
米
や
、手
作
り
ジ
ャ
ム
な
ど
６
次
産

業
化
の
商
品
も
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
」

　
「
ス
ー
パ
ー
と
Ｊ
Ａ
で
の
勤
務
経
験
を

生
か
し
、
商
品
の
魅
せ
方
な
ど
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
農
家
さ
ん
に
伝
え
て
、
い
っ
し
ょ
に

売
り
場
作
り
を
し
て
い
ま
す
」
と
、
笑
顔

で
話
す
木
崎
さ
ん
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、

商
品
が
売
れ
る
こ
と
で
張
り
合
い
が
出
て

き
た
と
い
う
、
地
元
生
産
者
の
声
で
す
。

　

今
後
の
戦
略
は
、「
安
く
て
お
い
し
い

加
斗
産
白
ネ
ギ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」。
こ
の

場
所
で
し
か
買
え
な
い
も
の
の
開
発
を
進

め
な
が
ら
、「
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
盛

り
上
げ
る
地
域
」
を
目
指
し
ま
す
。

■
営
業
時
間　
9
時
〜
17
時（
冬
季
火
曜
休
）

■
住
所　

飯
盛
82
ー
２
ー
１

■
問
い
合
わ
せ　

☎
53
・
３
３
７
０

若

店長 木
き ざ き

崎 小
さ ゆ り

百合 さん（55 歳・飯盛）

加斗は、
野菜の直売所で

がっちり !!

一口メモ
4 月 13 日㊐
に 1 周年記
念祭を開催
予定

■特集 コミュニティビジネス

野菜や魚などの地域資
源を加工して流通・販
売することです。生産
を「1 次産業」、加工
して付加価値を付ける
ことを「2 次産業」、
販売することを「3 次
産業」と言うことから、
すべてを含めた取り組
みを「6 次（1× 2× 3）
産業」と言います。

商品開発や販路開拓などさまざまな補助金が
あります。例えば、農林漁業者や民間事業者
を対象に、「新商品の開発に必要な経費」や「加
工設備の購入」などを補助します。
市では、詳細を掲載したガイドブックを作っ
ています（市商工観光課で配布）。

①生産者みずからが取り組む方法
②生産者と事業者が連携する方法
主に上の 2 つの方法があります。商品を作っ
たり、売るにはノウハウや資格が必要です。
まずは、お気軽にご相談を！

6 次産業 deコミュニティビジネス

　6 次産業とは1

　方法2

　補助金を活用してください3

小浜でも多くの 6 次産業化
商品が生み出されています

日本のトップランナー「徳島県上
か み か つ ち ょ う

勝町」

　昭和 61 年に日本料理を彩る季節の葉や花など
を、栽培・出荷・販売する農業ビジネス「葉っぱ
ビジネス」をスタート。地域の高齢者や女性を中
心に、現在は年商 2 億 6 千万円を売り上げ、全国
でも屈指の元気な町として知れ渡っている。

この地域がすごい！

上左／加斗産ブレンド米
上中／手作りかきもち
上右／ OBAMA バーガー
左／魚のしょうゆ干し

地元の産物にひと工夫

を加えることで、新商

品が生まれる可能性も

あります。

まずは、周りの隠れた

資源を探しましょう。

市では、農林漁業者

による6次産業化と、

地域におけるコミュ

ニティビジネスへの

取り組みを応援して

います。

アイデアと熱意がまち

の盛り上げにつながり

ます。全国の先進地や

ガイドブックの事例を

参考に、チャレンジし

てみてください！

魅
力
が
つ
ま
っ
た
直
売
所

若
狭
ふ
れ
あ
い
市
場
加
斗

大
人
気
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

あ
ば
ん
亭

可能性は地域に眠っている
アイデアと熱意でがっちり !!★ ★
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